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【中学中間・期末試験問題集(過去問)：数学 2年】 Home [http://www.fdtext.com/dat/ ] 

【】試験問題 J 

□1  次の計算をしなさい。 
(1) ( )1010 −−−  (2) 4168 ÷−−  

(3) ( )22 323 −×+−  (4) 
3
5

3
2

5
2 2

÷





−−  

(5) ( ) ( )84
2
1123 −++− xyx  (6) 

3
2

2
1 −
−

− aa
 

(7) ( ) aaa
3
4362412 2 ÷+−  (8) ( )3

2
3

2
3

3
4 xyxxy ÷






−×  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

(7)  (8)  

[解答](1) 0  (2) 12−  (3) 9  (4) 
15
2
 (5) 325 −− yx  (6) 

6
1+a

 

(7) 
a

a 27189 +−  (8) 3  

[解説] 

(4) 
15
2

15
4

15
6

15
4

5
2

5
3

9
4

5
2

3
5

3
2

5
2 2

=−=−=×−=÷





−−  

(5) ( ) ( ) 3254212384
2
1123 −−=−++−=−++− yxxyxxyx  

(6) 
( ) ( ) ( ) ( )

6
1

6
2233

6
1213

23
22

32
31

3
2

2
1 −

=
+−−

=
−−−

=
×
×−

−
×
×−

=
−

−
− aaaaaaaaa

 

(7) ( ) ( )
aa

a
a

a
a

aaaaa
4
336

4
324

4
312

4
3362412

3
4362412 222 ×+×−×=






×+−=÷+−  

a
a 27189 +−=  

(8) ( ) 31
4

9
3

4
2
3

3
4

33

23
3

2
3 =××=÷






−×

yx
xxyxyxxy  
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□2  次の方程式を解きなさい。 
(1) 10352 +−=+ xx  (2) aa 426 =−  

(3) xx 3.14.16.13.0 +=−  (4) 
4

42
3

5 −
=

− aa
 

(5) 




−=−
−=−

52
63

yx
yx

 (6) 
( )










−−=
+

−=−

aba

bab

36
2
2

32
2

3
 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

[解答](1) 1=x  (2) 1=a  (3) 3−=x  (4) 4−=a  (5) 1,3 =−= yx  

(6) 1,2 =−= ba  

[解説] 

(1) 1,55,55,51032,10352 =÷==−=++−=+ xxxxxxx  

(2) 1,66,642,426 =−=−−=−−=− aaaaaa  

(3) xx 3.14.16.13.0 +=− の両辺に10をかけると， xx 1314163 +=−  

( ) 3,1030,3010,1614133 −=−÷==−+=− xxxxx  

(4) 
4

42
3

5 −
=

− aa
の両辺に12をかけて分母をはらうと， 

( ) ( ) 201264,126204,42354,12
4

4212
3

5
+−=−−=−−=−×

−
=×

− aaaaaaaa
 

( ) 4,28,82 −=−÷==− aaa  

(5) 




−=−

−=−

･･･②

･･･①

52
63

yx
yx

を加減法で解く。①－②で

1

52)
63

−=−

−=−−
−=−

y

yx
yx

 

よって 1=y  これを①に代入すると， 3,36,613 −=+−=−=×− xxx  
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(6) 
( )










−−=
+

−=−

･･･②

･･･①

aba

bab

36
2
2

32
2

3
 

①の両辺に2をかけると， ( ) 1210,4126,346 =+−−=−−=− bababbab ･･･①’ 

②の両辺に2をかけると， 1227,1226,6122 −=+−=++−−=+ babaaaba ･･･②’ 

代入法で解く(加減法も可)。 

①’より， 1210,1210 −=+−=− baba ･･･①’’ これを②’に代入すると， 

( ) 1,7272,1228470,12212107 ==−=+−−=+− bbbbbb  

1=b を①’’に代入すると， 2,12110 −=−×= aa  

 

 

□3  次の各問いに答えなさい。 
(1) 半径 4cm，中心角 45°のおうぎ形の面積を求めなさい。 

(2) 半径 5cm，中心角 72°のおうぎ形の弧の長さを求めなさい。 

(3) 半径 6cm，弧の長さ 2πcmのおうぎ形の面積を求めなさい。 

(4) 直径 16cm，面積 16πcm2のおうぎ形の中心角を求めなさい。 

(5) 弧の長さ 8πcm，面積 20πcm2のおうぎ形の半径を求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  

[解答](1) 2πcm2 (2) 2πcm (3) 6πcm2 (4) 90° (5) 5cm 

[解説] 

(おうぎ形の面積)＝
°

×
360

)(2 中心角rπ ，(おうぎ形の弧の長さ)＝
°

×
360

)(2 中心角rπ  ( rは半径) 

(1) (面積)＝ ππ 2
360
4542 =×× (cm2) 

(2) (弧の長さ)＝ ππ 2
360
7252 =××× (cm) 
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(3) (おうぎ形の面積)＝
2
1
×(弧の長さ)×(半径) の公式を使う。 

(面積)＝ ππ 662
2
1

=×× (cm2) 

(4) 中心角を x °とすると，(半径)＝ 826 =÷1 (cm)なので， 

(面積)＝ 90
8
4516

45
816,16

45
8,16

360
82 =×=÷===××

π
πππππππ xxx

(°) 

(5) (おうぎ形の面積)＝
2
1
×(弧の長さ)×(半径) の公式を使う。半径を r cmとすると， 

(面積)＝ 5,420,204,208
2
1

=÷===×× rrrr ππππππ (cm) 

 

 

□4  次の図で∠ xの大きさを求めなさい。 
(1) (2) 

 

 

 

 

 

 

(3) (4) 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  (4)  

[解答](1) 60° (2) 70° (3) 110° (4) 45° 
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[解説] 

(1) ∠ACB＝180°－120°＝60°二等辺三角形の底角は等しく， 

AB＝ACなので，∠ABC＝∠ACB＝60° 

三角形の内角の和は 180°なので， x＋60°＋60°＝180° 

よって x＝60° 

(2) (中心角)＝(円周角)×2，(円周角)＝(中心角)÷2 

x＝140°÷2＝70° 

(3) 線分 OBを結ぶ。△OBDは OB＝ODの二等辺三角形になる

ので，∠OBD＝∠ODB＝20° 

三角形の外角は他の 2つの内角に等しいので， 

∠AOB＝∠OBD＋∠ODB＝20°＋20°＝40° 

よって，弧 BADの中心角は 180°＋40°＝220° 

x＝∠BCDは弧 BADの円周角なので， x＝(中心角)÷2＝220°÷2＝110° 

(4) 四角形 ABCDは平行四辺形なので，AB // DC 

平行線の錯角は等しいので，∠ABD＝ x  

△ABDの内角の和に注目すると， 

x＋115°＋20°＝180°よって， x＝45° 

 

□5  面積が 40cm2の平行四辺形 ABCDで，点 Pを次のようにとるとき，以下の各問いに

答えなさい。 
(1) △ABP＋△CDPの面積を求めなさい。 (2) △ADPの面積を求めなさい。(CP＝DP) 

 

 

 

 

 

(3) 点 Qが線分 DPの中点であるときの△APQの面積を求めなさい。 
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[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 20cm2 (2) 10cm2 (3) 10cm2 

[解説] 

(1) 右図のように線分 ACをひく。 

△ABPと△ACPについて， 

APを共通の底辺とすると，QD // BCなので， 

BQ＝CRとなり，2つの三角形の高さも等しくなり， 

△ABP＝△ACPと 2つの三角形の面積は等しくなる。 

よって，△ABP＋△CDP＝△ACP＋△CDP＝△ACD 

△ACDの面積は平行四辺形 ABCDの
2
1
で， 20

2
140 =× (cm2)となる。 

(2) 右図のように AD，BCに平行な線分 PQをひく。 

明らかに，4つの三角形(△ADP，△PQA，△PQB，△CBP) 

はすべて面積が等しい。 

よって，(△ADPの面積)＝40÷4＝10cm2 

(3) 右図のように底辺と高さをとると， 

(平行四辺形 ABCDの面積)＝(底辺 AD)×(高さ BH) 

(△APDの面積)＝
2
1
×(底辺 AD)×(高さ BH) 

よって，△APDの面積は平行四辺形 ABCDの面積の半分

で，40÷2＝20(cm2) 

次に，△APQと△ADQについて， 

点 Qが線分 DPの中点であるので，(底辺 PQ)＝(底辺 DQ) 

高さ ARは共通 

よって，△APQと△ADQの面積は等しく，△APQの面積は△APDの半分になる。 

ゆえに，(△APQの面積)＝20÷2＝10(cm2) 
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□6  平行四辺形 ABCDの対角線 BDに平行な直線

が辺AD，ABと交わる点をそれぞれE，Fとします。

このとき，△BCFと面積が等しい三角形を 3ついい

なさい。 
[解答欄] 

 

[解答]△BDF，△BDE，△CDE 

[解説] 

 

 

 

 

 

 

 

 

□7  右の図の平行四辺形 ABCDで， 
AD // EF，AB // GHである。このとき， yx,

の値，∠a，∠bの大きさをそれぞれ求めな
さい。 

 

[解答欄] 

x＝ y＝ a＝ b＝ 

[解答] x＝3cm， y＝4cm，∠a＝110°，∠b＝70° 

[解説] 

四角形 ABHGは仮定より向かい合う 2組の辺が平行なので平行四辺形である。 

平行四辺形の向かい合う角は等しいので， a＝110° 

同様にして，四角形 GDFIも平行四辺形で，b＝∠DGI＝180°－a＝180°－110°＝70° 

また，平行四辺形の向かい合う辺の長さは等しいので， x＝CF＝7－4＝3cm 

y＝AG＝10－6＝4cm 
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□8  平行四辺形 ABCD の∠A の二等分線が辺 BC

と交わる点を E，辺 DCの延長と交わる点を Fとす

る。これについて，次の問いに答えなさい。 
(1) ∠F＝65°のとき，∠B，∠AECの大きさを求め

なさい。 

(2) AB＝5cm，AD＝9cm のとき，CF の長さを求

めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) ∠B＝50°，∠AEC＝115° (2) 4cm 

[解説] 

(1) 仮定より∠CFE＝65°で，平行線の錯角は等しい

ので，∠BAE＝∠CFE よって∠BAE＝65° 

また，仮定より∠DAE＝∠BAEなので， 

∠DAE＝65° 

よって，∠BAD＝∠BAE＋∠DAE＝65°＋65° 

＝130° 

平行線の錯角は等しいので，∠GBA＝∠BAD よっ

て∠GBA＝130° 

ゆえに，∠B＝180°－130°＝50° 

次に∠AECについて 

平行線の錯角は等しいので，∠BEA＝∠DAE よって∠BEA＝65° 

∠AEC＝180°－∠BEA＝180°－65°＝115° 

(2) (1)より∠BAE＝∠BEAなので，△BAEは二等辺三角形で，BA＝BE 

BA＝5cmなので，BE＝5cm また，BC＝AD＝9cm 

よって，CE＝BC－BE＝9－5＝4(cm) 

対頂角は等しいので，∠CEF＝∠AEB＝65° 

よって，∠CEF＝∠CFEなので，△CEFは二等辺三角形で CF＝CE 

ゆえに，CF＝4cm 
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□9  △ABCにおいて，辺 BCの中点をM，辺 AC上の点

を Pとする。辺 BC上に点 Qをとって，△ABCの面積を 2

等分するような線分 PQを作図しなさい。(ただし作図跡は

残すこと) 
[解答] 

 

 

 

 

[解説] 

PMに平行で Aを通る直線が BCと交わる点が Qである。 

△APQと△AMQにおいて， 

AQを共通の底辺とすると，AQ // PMなので， 

PR＝MSで高さが等しい。 

よって，2つの三角形の面積は等しい(△APQ＝△AMQ)。 

四角形 APQB＝△ABQ＋△APQ＝△ABQ＋△AMQ＝△ABM 

ところで，Mは BCの中点なので，△ABM＝
2
1
△ABC 

以上より，四角形 APQB＝
2
1
△ABC となる。 

 

 

□10  右の図で，DE // ACのとき，四角形 ABCD

の面積と△ABEの面積が等しくなることを(  )

を埋めて証明しなさい。 
(仮定) (  1  ) 

(結論) (  2  ) 

(証明) 

四角形 ABCD＝△ABC＋△(  3  ) 

また，DE // ACより，△(  3  )＝△(  4  ) 

四角形 ABCD＝△ABC＋△(  3  ) ＝△ABC＋△(  4  )＝△ABE 
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[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) DE // AC (2) 四角形 ABCDの面積と△ABEの面積が等しい (3) ACD 

(4) ACE 

[解説] 

△ACDと△ACEにおいて， 

ACを共通の底辺とすると，DE // ACなので， 

右図のように，DP＝EQで高さが等しい。 

よって，2つの三角形の面積は等しく， 

△ACD＝△ACE 

四角形 ABCD＝△ABC＋△ACD＝△ABC＋△ACE 

＝△ABE 

 

 

□11  四角形 ABCDにおいて，AB // DC，∠A＝∠Cのと

き，四角形 ABCDは平行四辺形であることを証明しなさい。 
 

 

[解答欄] 

(仮定) 

 

(結論) 

 

(証明) 
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[解答] 

(仮定) AB // DC，∠A＝∠C 

(結論) 四角形 ABCDは平行四辺形である 

(証明) 

AB // DCなので∠C＋∠B＝180° 

       ∠A＋∠D＝180° 

仮定より∠A＝∠Cなので，∠B＝∠D 

よって向かい合う 2組の角がそれぞれ等しいので， 

四角形 ABCDは平行四辺形である 
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【】試験問題 K 

□1  次の文の(  )にあてはまる言葉を答えなさい。 
( ① )が等しい三角形を二等辺三角形という。二等辺三角形で，等しい辺のつくる角を

( ② )といい，(②)に対する辺を( ③ )，(③)の両端の角を( ④ )という。 

二等辺三角形の性質として，(④)は等しく，(②)の二等分線は(③)を( ⑤ )に( ⑥ )する。 

長方形・正方形・ひし形は，平行四辺形の特別な場合であり，4 つの角が等しい四角形を

( ⑦ )，4つの辺が等しい四角形を( ⑧ )という。 

[解答欄] 

①  ②  ③  

④  ⑤  ⑥  

⑦  ⑧  

[解答]① 2つの辺の長さ ② 頂角 ③ 底辺 ④ 底角 ⑤ 垂直 ⑥ 二等分 ⑦ 長方形 

⑧ ひし形 

[解説] 

 

 

 

 

 

□2  次のことがらの逆をいいなさい。また，その正誤もいいなさい。 
(1) 自然数 ba, で，aもbも偶数ならば， ba + は偶数である。 

(2) 整数 A，B，Cで，A＝Bならば，A＋C＝B＋Cである。 

(3) 2つの三角形で，合同ならば，面積は等しい。 

[解答欄] 

(1)  

(2)  

(3)  

[解答](1)「自然数 ba, で， ba + が偶数ならば，aもbも偶数である。」 正しくない 

(2)「整数 A，B，Cで，A＋C＝B＋Cならば，A＝Bである。」 正しい。 

(3)「2つの三角形で，面積が等しいなら，合同である。」 正しくない。 
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[解説] 

「○○ならば□□」の○○の部分を仮定，□□の部分を結論という。 

「○○ならば□□」の逆は「□□ならば○○」，仮定と結論を入ればよい。 

もとの「○○ならば□□」が正しくても，その逆「□□ならば○○」が正しいとはかぎら

ない。 

 

 

□3  下の図の三角形は，同じ印をつけた辺の長さが等しい二等辺三角形である。この図で，
∠ xの大きさを求めなさい。 
 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  (4)  

[解答](1) 64° (2) 70° (3) 36° (4) 128° 

[解説] 

 

 

 

 

 

 

(1) 二等辺三角形の底角は等しいので，∠C＝∠B＝ x  

三角形の内角の和は 180°なので， x＋ x＋52°＝180°， x2 ＝128° よって x＝64° 

(2) (1)と同様にして， x＋ x＋40°＝180°， x2 ＝140° よって x＝70° 

(3) 仮定より DA＝DBなので，△DABは二等辺三角形になる。二等辺三角形の底角は等し

いので，∠ABD＝∠BAD＝ x  
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三角形の 2つの内角の和は他の外角に等しいので， 

∠BDC＝∠DAB＋∠DBA＝ x＋ x＝ x2  

次に，仮定より BC＝BDなので△BCDは二等辺三角形で，∠BCD＝∠BDC＝ x2  

また，△ABCも二等辺三角形なので，∠ABC＝∠ACB＝ x2  

△ABCで，三角形の内角の和は 180°なので， °=°=°=++ 36,1805,18022 xxxxx  

(4) AB＝ACなので，△ABCは二等辺三角形で，底角は等しい。 

そこで，図のように∠ABC＝∠ACB＝aとおく。 

三角形の 2つの内角の和は他の外角に等しいので，a＋a＝104° よって a＝52° 

x＝180°－a＝180°－52°＝128° 

 

□4  下の図で， x， yの大きさを求めなさい。 

 

 

 

 
 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  (4)  

[解答](1) x＝78° (2) x＝45°， y＝35° (3) x＝40° (4) x＝28° 

[解説] 
(1)～(4)(中心角)＝(円周角)×2， 

(円周角)＝(中心角)÷2 

同じ弧上の円周角は等しい 

直径の円周角は 90° 

(4) 右図で，∠BACと∠BDCは弧 BCの円周角になっている

ので，∠BAC＝∠BDC＝ x  

次に，∠BADは直径 BDの円周角になっているので， 

∠BAD＝90°で， x＋62°＝90° 

よって， x＝28° 
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□5  右のような 4枚のカードがあります。このカードのうち，3

枚を並べて 3けたの整数をつくるとき，次の問いに答えなさい。 

(1) 整数は何個できますか 

(2) 2の倍数は何個できますか 

(3) 300以上の整数は何個できますか 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) 24個 (2) 12個 (3) 12個 

[解説] 

(1)           (2)          (3) 

 

 

 

 

 

 

 

□6  A，B2つのさいころを同時に投げるとき，次の確率を求めなさい。 
(1) 出る目の数の和が 7になる確率 

(2) 出る目の数の和が 6より小さくなる確率 

(3) 少なくとも 1つの目は 3である確率 

(4) 出る目の数の差が 3になる確率 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  (4)  

[解答](1) 
6
1
 (2) 

18
5
 (3) 

36
11
 (4) 

6
1

 

[解説] 

＊(確率)＝
)(

)(
全体の場合の数

の数そのことがおこる場合  

Aの目の出方は，1，2，3･･･6の 6通り，Bの目の出方も 6通り。 
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ゆえに(目の出方の全体の場合の数)＝ 3666 =×  

(1) 出る目の数の和が 7になる場合は， 

(A，B)＝(1，6)，(2，5)，(3，4)，(4，3)，(5，2)，(6，1) の 6通り 

よって，(出る目の数の和が 6より小さくなる確率)＝
6
1

36
6
=  

(2) 出る目の数の和が 6より小さくなる場合は， 

Aが 1のとき，Bは 1～4をとれるので，4通り 

Aが 2のとき，Bは 1～3をとれるので，3通り 

Aが 3のとき，Bは 1～2をとれるので，2通り 

Aが 4のとき，Bは 1をとれるので，1通り 合計で 4＋3＋2＋1＝10通り 

よって，(出る目の数の和が 6より小さくなる確率)＝
18
5

36
10

=  

(3) 少なくとも 1つの目は 3である場合は， 

Aが 3で，Bが 3以外(1,2,4,5,6)であるのは，5通り 

Bが 3で，Aが 3以外(1,2,4,5,6)であるのは，5通り 

A，Bともに 3であるのは 1通り 合計で 5＋5＋1＝11通り 

よって，(少なくとも 1つの目は 3である確率)＝
36
11

 

(4) 出る目の数の差が 3になる場合は， 

(A，B)＝(1，4)，(2，5)，(3，6)，(4，1)，(5，2)，(6，3) の 6通り 

よって，(出る目の数の差が 3になる確率)＝
6
1

36
6
=  

 

 

□7  右の図のように，A，B，C，D，E，Fの 6個の

点が円周上にあります。このうちの 3つの点を結んで

できる三角形は何個ありますか。 
[解答欄] 

 

[解答]20個 
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[解説] 

 

 

 

 

 

 

 

 

□8  Aくんが Bくんに電話をかけようとしましたが，電話番号の終わりの 2つの数字を忘

れてしまいました。そこで，終わり 2つの番号をでたらめにかけたとき，うまく Bくんに

電話がかかる確率を求めなさい。 
[解答欄] 

 

[解答]
100
1

 

[解説] 

＊(確率)＝
)(

)(
全体の場合の数

の数そのことがおこる場合  

下 2けたの数の組み合わせは，00～99の 100通り 

このうち，正しい番号は 1通り 

よって，(求める確率)＝
100
1

 

 

□9  1と書かれた玉が 1個，2と書かれた玉が 2個，3と書かれた玉が 2個はいっている

箱から同時に 2個取り出すとき，書かれている数の和が奇数になる確率を求めなさい。 
[解答欄] 

 

[解答]
5
3
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[解説] 

＊(確率)＝
)(

)(
全体の場合の数

の数そのことがおこる場合  

確率の計算の場合，同じ種類のものも別のものとして計算する。したがって， 

1，2A，2B，3A，3Bの異なる 5個の玉が入っている

ものと考える。 

右図より，全体の場合の数は 10通り 

書かれている数の和が奇数になるのは 6通り 

よって，(求める確率)＝
10
6
＝

5
3

 

 

 

 

□10  △ABCにおいて，∠Aの二等分線と BCとの交

点を Pとする。Pから AB，ACに，それぞれ垂線 PQ，

PRをひくとき，PQ＝PRであることを証明しなさい。 
 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

 

[解答] 

△APQと△APRにおいて， 

APは共通･･･① 

∠PAQ＝∠PAR･･･② 

∠AQP＝∠ARP＝90°･･･③ 

①，②，③より，直角三角形の斜辺と 1鋭角が等しいので，△APQ≡△APR 

合同な図形の対応する辺は等しいので，PQ＝PR 
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